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港
新
聞
３
面

０
３
１
５
０
３

口

奥

奥

藤

井

か
け
て
い
る
。
問
合
せ
は

〇

八
〇

三
七
七
六

六
一
二
八

同
会
長
ま
で
。

■
弁
天
小
学
校

周
年
合
同
同

窓
会
の
お
知
ら
せ

四
月
二
十

二
日（
日
）十
四
時

十
五
時
半

に
同
校
多
目
的
室
（
講
堂
上
三

階
）で
。対
象
は
第
一
期

第
二

十
五
期
卒
業
生
（
昭
和
三
十
七

年
四
月
二
日
生
ま
れ

同
六
十

二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
。
主

催
は
弁
天
小
学
校
創
立
五
十
周

年
事
業
準
備
委
員
会
。
連
絡
は

同
校
中
村
教
頭
（

六
五
七
三

五
八
一
二
）
ま
で
。

■
天
満
宮

筆
供く

養よ
う

祭

使

い
古
し
た
筆
や
鉛
筆
、
ペ
ン
な

ど
筆
記
具
に
感
謝
し
、
供
養
す

る
と
共
に
、
書
道
・
文
字
・
学

業
・
習
い
事
な
ど
の
上
達
を
願

う
伝
統
文
化
祭
。
四
月
八
日

（
日
）
十
四
時

十
六
時
半
。

参
拝
自
由
・
無
料
。
書
く
道
具

以
外
（
消
し
ゴ
ム
・
定
規
・
筆

箱
な
ど
）
は
対
象
外
。
焚た

き
上

げ
供
養
は
後
日
天
満
宮
で
行

う
。
当
日
か
事
前
に
天
満
宮
へ

筆
記
具
を
持
参
す
れ
ば
よ
い
。

献
茶
祭
も
同
時
開
催

同
日
十

四
時
半

十
六
時
半
に

絞
り

寺
子
屋

（
職
人
の
指
導
で
絞

り
染
め
体
験
。
四
十
名
限
定
。

要
初は

つ

穂ほ

料
）
と

お
茶
席

（
境け

い

内だ
い

の
桜
を
観
賞
し
な
が
ら

春
の
お
菓
子
と
お
茶
を
楽
し

む
。
要
初
穂
料
五
百
円
）
も
。

天
満
宮
は
三
先
一

五

四
〇

（
港
南
中
学
校
北
隣
）
、

六

五
七
一

〇
五
二
七
。

雑

感

（
池
島
１
・
勝
部
泰や

す

臣お
み

歳
）

や
は
り
気
に
な
る
。
新
聞
の

片
隅
に
出
た
ア
メ
リ
カ
人
の
他

国
へ
の
関
心
度
。
中
国
、
韓
国

よ
り
日
本
は
下
。

異
星
人

の
方
が
上
と
い
う
。
戦
後
復
興

の
あ
ま
り
の
速
さ
に
世
界
各
国

が
瞠ど

う

目も
く

し
た
の
が
今
と
な
っ
て

は
嘘う

そ

の
よ
う
。
歴
史
家
や
社
会

学
者
は
今
の
日
本
を
ロ
ー
マ
帝

国
の
滅
亡
時
に
譬た

と

え
る
。
繁
栄

を
謳お

う

歌か

し
た
ツ
ケ
で
あ
る
と
。

一
般
人
に
は
あ
ま
り
認
識
が
な

い
が
、
戦
後
民
主
主
義
と
や
ら

の
自
由
、
平
等
、
そ
し
て
豊
か

さ
の
限
り
な
い
追
求
な
ど
な

ど
、
今
一
度
、
政
治
家
、
財
界

人
は
真
っ
向
か
ら
検
証
し
て
も

ら
い
た
い
。
世
界
不
況
と
か
関

係
な
く
、
一
人
一
人
の
精
神
の

問
題
と
し
て

。

さ
よ
な
ら
市
岡
商
業
！

涙
溢
れ
た
最
後
の
言
葉

（
弁
天
・

代
女
性
）

さ
よ
な
ら
市
岡
商
業
！

（
前
号
１
面
）
を
読
ん
で
。
卒

業
生
の
私
に
と
っ
て
母
校
の
閉

校
は
自
分
の
過
去
の
一
部
が
失

わ
れ
る
よ
う
で
、
言
い
よ
う
の

な
い
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
記
事
で
救
わ
れ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

の
教
師
・
生
徒
さ
ん
ら
へ
の
丁

寧
な
聞
き
取
り
と
合
わ
せ
て
、

結
び
の
言
葉
が
温
か
く
、
思
わ

ず
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

あ
っ
た
よ
う
に
、

市
商

の

九
十
三
年
の
足
跡
が
港
区
民
の

心
に
生
き
続
け
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

・

の

と
は
広
域
自
治
体
の
財
源
を
一

手
に
握
っ
て
財
界
の
求
め
る
大

規
模
開
発
や
金
融
活
動
の
活
発

化
に
集
中
投
資
す
る
た
め
の

効
率
化

を
こ
そ
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と

教
育

基
本
条
例

と
は
教
育
へ
の
市

場
原
理
・
競
争
原
理
の
一
層
の

風
潮
の
中
で
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
願
わ
く
は
、

彼
ら
が
こ
の
真
っ
直
ぐ
な
気
持

ち
で
生
き
続
け
ら
れ
ん
こ
と

を
橋
下
氏
と
維
新
の
会
の

正
体
は

財
界
代
理
人

（
住
之
江
区
・
高
杉
晋し

ん

作さ
く

）

橋は
し

下も
と

徹と
お

氏る

と
彼
が
率
い
る
大

阪
維
新
の
会
が
既
成
政
党
へ
の

不
満
の
捌は

け
口
と
な
り
、

民

意

を
盾た

て

に
し
た

独
裁

を

掲
げ
て
一
種
の
フ
ィ
ー
バ
ー

を
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

正
体
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

チ
ー
ム
橋
下

な
る
ブ
レ
ー

ン
は
全
て
親
米
派
の
市
場
原
理

主
義
者
（
上
山
信
一
・
堺
屋
太た

一い
ち

・
大
前
研
一
ら
）
で
固
め
ら

れ
て
い
る
こ
と

都
構
想

一
人
と
し
て
、
温
か
な
記
事
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

夢
あ
り
社
会
貢
献
あ
り

頼
も
し
い
港
の
新
成
人

（
市
岡
元
町
・

代
男
性
）

若
い
力
を
世
の
た
め
に
！

（
前
号
４
面
）
を
読
ん
で
。
港

区
の
新
成
人
が
千
人
も
い
な
い

と
い
う
報
道
に
は
、
私
た
ち
の

頃
と
比
べ
て
寂
し
い
気
が
し
ま

し
た
が
、

ひ
と
く
ち
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

に
は
若
い
人
た
ち
の

純
粋
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ

ら
れ
、
と
て
も
頼
も
し
く
思
い

ま
し
た
。
感
心
し
た
の
は
、
美

容
師
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
自

分
の
夢
を
語
り
な
が
ら
、
同
時

に
社
会
貢
献
を
口
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

自
分
の
た
め

こ
そ
価
値
が
あ
る
か
の
よ
う
な

持
ち
込
み
と
反
抗
的
教
職
員
の

排
除
を
こ
そ
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と

職
員
基
本
条

例

と
は
公
共
業
務
の
民
営
化

（
財
界
へ
の
叩
き
売
り
）
と
そ

の
た
め
の
公
務
員
の
盲
従
化
・

大
量
首
切
り
を
こ
そ
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と

維い

新し
ん

八は
っ

策さ
く

と
は
日
米
同
盟
重
視
・

推
進
・
消
費
増
税
な
ど

ア
メ
リ
カ
や
財
界
が
喜
ぶ
施
策

と
そ
の
実
現
の
た
め
の
改
革

（
参
院
廃
止
や
首
相
公
選
）
を

セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と

な
ど
を
み
れ
ば
、
彼
ら
が

日
米
財
界
の
代
理
人

だ
と

い
う
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。

維
新
の
会

な

ど
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
目

新
し
い
内
容
や
庶
民
の
プ
ラ
ス

に
な
る
方
策
は
何
も
な
く
、
全

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

て
こ
れ
ま
で
に
中
曽
根
氏
や
小

泉
氏
ら
の
歴
代
政
権
が
ア
メ
リ

カ
の
求
め
に
応
じ
て
推
し
進
め

た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
新
自
由
主

義
政
策
の
焼
き
直
し
で
あ
り
、

そ
の
徹
底
で
す
。
日
本
を
一
層

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
状
態
へ
導

く
と
い
う
意
味
で
は

黒
船
の

会

あ
る
い
は

井い

伊い

直な
お

弼す
け

の

会

、
は
た
ま
た

新
撰
組

と
で
も
名
乗
っ
て
も
ら
っ
た
方

が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
私
た
ち
市
民

も
市
職
員
も
メ
デ
ィ
ア
も
、
そ

ろ
そ
ろ
こ
の
よ
う
な
似え

非せ

改
革

グ
ル
ー
プ
の
売
国
的
・
亡
国
的

な
意
図
に
気
付
き
、
派
手
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
振
り
回
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
力
を
合
わ
せ
て

追
及
と
反
撃
の
行
動
を
起
こ
す

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
ワ
ー
ク
み
な
と

東
北
食
品

市

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
福
島
県
い
わ
き
市
の
障
害

者
作
業
所
が
作
っ
た
食
品
を
販

売
し
、
復
興
努
力
を
物
心
両
面

で
支
援
。
毎
月
第
二
・
第
四
火

曜
十
五
時
半

（
売
切
御
免
）
。

地
元
産
の
材
料
と
昔
な
が
ら
の

製
法
に
よ
る
体
と
心
に
や
さ
し

い
豆
腐
・
ケ
ー
キ
・
ド
ー
ナ
ツ

な
ど

ワ
ー
ク
み
な
と
は
就
労

継
続
支
援

型
の
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
夕
凪
二

六

三
、

・

六
五
七
一

七
五
一
一
）
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
続
け
て
い
る
。

気
楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。

参
加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月

第
二
・
第
四
土
曜
（
三
月
は
二

十
四
日
、
四
月
は
十
四
、
二
十

八
日
）
十
五

十
八
時
に
松
井

語
教
師
の
資
格
や
外
国
語
運
用

能
力
は
特
に
必
要
な
し
）

活

動
日
時

毎
週
金
曜
日
十
九

二
十
一
時
（
年
間
三
十
五
回
程

度
）

活
動
場
所

港
区
民
セ

ン
タ
ー

説
明
会

三
月
二
十

三
日
（
金
）
十
九

二
十
一
時

に
同
セ
ン
タ
ー
で

研
修
会

三
月
三
十
日
（
金
）
十
九

二

十
一
時
に
同
セ
ン
タ
ー
で

費

用

説
明
会
・
研
修
会
は
無
料

（
そ
の
後
会
員
に
な
る
と
入
会

金
千
円
と
年
会
費
三
千
円
が
必

要
）

申
込

メ
ー
ル
か
電

話
で
（

＠

〇
八
〇

三
八
四
六

二
五
八
一
札ふ

だ

葉ば

）

申
込
〆

三
月
二
十
二

日
（
説
明
会
当
日
申
込
も
可
）
。

■
港
南
中
学
校
同
窓
会
か
ら
の

呼
び
か
け

創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
今
年
十

一
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
同

窓
会
全
体
で
の
記
念
の
集
い

開
催
は
難
し
い
の
で
、
期
ご
と

に
開
催
す
る
よ
う
に

と
木
村

良よ
し

雄お

会
長
（
田
中
１
）
が
呼
び

港
高
で
今
年
も

ユ
ニ
ー
ク
授
業

整
骨
院
内
で
。
弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一

六
五
。

■
第

回
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
（
入
門
編
）

聴
覚
に
障
害

の
あ
る
人
た
ち
を
手
話
で
サ
ポ

ー
ト
し
た
り
手
話
の
普
及
に
取

り
組
ん
だ
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成

日
時
‥
四
月
十
二

日

来
年
三
月
七
日
の
毎
週
木

曜
全
四
十
回
（
十
八
時
四
十
五

分

二
十
時
四
十
五
分
）

場

所
‥
港
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

‥
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
で
初
心
者

費
用

‥
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
千

二
百
円
）

申
込
‥
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
三
月
十
六
日
必
着
で
港
区
社

会
福
祉
協
議
会
（
〒
５
５
２

０
０
０
７
港
区
弁
天
二

一
五

一
）へ

定
員
‥
五
十
名（
多

数
抽
選
）

主
催
‥
大
阪
市
聴

言
障
害
者
協
会
と
港
区
社
会
福

祉
協
議
会
（

六
五
七
五

一

二
一
二
、

六
五
七
五

一
〇
二
五
）

■
ム
チ
打
ち
（
首
・
腰
）
無
料

相
談
会

交
通
事
故
で
ム
チ
打

ち
に
な
っ
た
被
害
者
を
対
象
と

し
た
無
料
相
談
会
。
三
月
二
十

五
日（
日
）十

十
八
時
に
行
政

書
士
の
む
ら
事
務
所
（
築
港
三

七

一

六
〇
八
）で
。一
人

約
一
時
間
。
事
前
予
約
制
。
ム

チ
打
ち
で
も
ち
ゃ
ん
と
治
療
・

補
償
を

円
満
解
決
へ
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す

早
め
の
相
談

が
良
い
結
果
に
繋つ

な

が
り
ま
す

（
同
事
務
所
野
村
光み

つ

恵え

さ
ん
）。

六
五
七
六

六
〇
七
八
。

■
市
岡
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
説
明
会
・
研
修
会

地
域

の
外
国
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

日
本
語
を
教
え
て
十
六
年
。
毎

週
金
曜
日
の
夜
に
五
十
人
前
後

の
外
国
人
と
七
十
人
超
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
草
の
根

国
際
交
流
。
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

活
動
内
容

外
国

人
の
日
本
語
学
習
の
お
手
伝
い

資
格

十
八
歳
以
上
の
日
本

語
を
自
由
に
話
せ
る
人
（
日
本

仕
事
の
歓
び
や
厳
し
さ
を

が
在
校
生
に
語
る
ユ
ニ
ー
ク

な
課
外
授
業

教
え
て
っ
！
先

輩

が
二
月
九
日
、
港
高
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
七
回
目
。

卒
業
生
五
十
数
人
が
来
校
。

う
ち
自
営
業
や
公
務
員
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
四
十

人
が
一
、
二
年
生
約
六
百
四
十

人
の
講
師
役
を
務
め
ま
し
た
。

◆
強
い
気
持
ち
で
将
来
を

自
衛
官
（
大
津
駐
屯
地
）
の

菊
川
愛あ

い

さ
ん
（
四
十
五
期
）
の

話
を
聴
い
た
二
年
生
の
慶け

い

田だ

有あ

美み

さ
ん
は

女
性
で
自
衛
官
に

な
っ
た
菊
川
先
輩
は
と
て
も
た

く
ま
し
く
、
格
好
よ
か
っ
た
で

す
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

大
変
な
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下

さ
い

。
洋
菓
子
製
造
業
の
島

岡
隆た

か

之ゆ
き

さ
ん
（
三
十
一
期
）
の

仕
事
の
喜
び
と
厳
し
さ
を
語
る
港
高
校
の
先
輩
た
ち
（
写

真
上
は
女
優
の
紅
萬
子
さ
ん
、
同
下
は
自
衛
官
・
菊
川
愛

さ
ん

と
弁
護
士
・
平
井
龍
八
さ
ん

）

同
校
提
供

話
を
聴
い
た
二
年
生
の
伊
藤
聖ま
さ

浩ひ
ろ

君
は

自
分
で
店
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
中
途
半
端
な
気
持

ち
で
は
無
理
で
、
現
実
は
思
っ

て
い
る
以
上
に
厳
し
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分

も
強
い
気
持
ち
で
将
来
を
決
め

て
い
き
た
い

。

◆

誠
実
さ

を
忘
れ
ず

介
護
福
祉
士
の
高
橋
幸ゆ

き

代よ

さ

ん
（
二
十
一
期
）
の
話
を
聴
い

た
二
年
生
の
松
本
一か

ず

沙さ

さ
ん
は

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る

と
力
強
く
言
え
る
先
輩
の
よ
う

な
人
に
な
り
た
い

。
看
護
師

の
安
藤
幸さ

ち

子こ

さ
ん
（
五
十
期
）

の
話
を
聴
い
た
二
年
生
の
松
本

可か

奈な

さ
ん
は

看
護
師
に
な
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま
す
ま

す
強
く
な
り
ま
し
た
。
先
輩
が

言
わ
れ
た

誠
実
さ

を
忘
れ

ず
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
夢
を

叶か
な

え
た
い

と
そ
れ
ぞ
れ
感
想

を
記し

る

し
て
い
ま
し
た
。
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